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沖
縄
県
は
、
か
つ
て
琉
球
王
国
と
し
て
、
中
国
（
明
・
清
）
と
の
冊
封
・
朝
貢
体
制
を
軸
に
、
そ
の
地
理
的
優
位
性
を
発
揮
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
交
易
し
、

大
き
な
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
個
性
豊
か
な
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
十
四
世
紀
か
ら
お
よ
そ
二
百
年
に
わ
た
り
、
琉
球
は
、
日
本
、
朝
鮮
国
、
シ
ャ
ム
・
パ

タ
ニ
（
現
在
の
タ
イ
）、
マ
ラ
ッ
カ
（
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
）
、
ス
マ
ト
ラ
・
パ
レ
ン
バ
ン
・
ス
ン
ダ
・
ジ
ャ
ワ
（
以
上
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、
安
南
（
現
在
の

ベ
ト
ナ
ム
）
等
の
国
々
と
交
易
を
重
ね
、
東
ア
ジ
ア
の
一
大
貿
易
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
諸
外
国
と
の
交
易
関
係
を
支
え
た
の
が
、
琉
球
と

中
国
と
の
冊
封
・
朝
貢
体
制
だ
と
い
え
ま
す
。

　

『
歴
代
宝
案
』
は
、
琉
球
王
国
と
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
諸
外
国
と
の
お
よ
そ
五
百
年
に
わ
た
る
外
交
関
係
文
書
を
集
成
し
た
も
の
で
す
。
王
府
は
、
長
く
天
妃
宮
に

保
管
さ
れ
て
き
た
外
交
文
書
の
破
損
・
散
逸
を
恐
れ
、
外
交
を
専
任
す
る
久
米
村
の
人
々
に
そ
の
編
集
を
命
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
一
六
九
七
年
に
『
歴
代
宝
案
』

第
一
集
四
十
九
巻
（
一
四
二
四
年
～
一
六
九
七
年
ま
で
の
外
交
文
書
を
収
録
）
が
二
部
作
成
さ
れ
、
王
府
と
久
米
村
に
そ
れ
ぞ
れ
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
第
二
集
二
〇
〇
巻
・
第
三
集
十
三
巻
（
一
六
九
七
年
～
一
八
六
七
年
）
が
編
集
さ
れ
、
ほ
か
に
別
巻
八
冊
（
う
ち
、
第
二
集
目
録
四
冊
）
が
現

存
し
て
い
ま
す
。
王
府
に
保
管
さ
れ
た
『
歴
代
宝
案
』
は
、
廃
藩
置
県
の
際
に
明
治
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
そ
の
所
在
は
不
明
で
す
。

一
方
、
久
米
村
に
保
管
さ
れ
た
も
の
は
、
一
九
三
三
年
に
旧
沖
縄
県
立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、
去
る
沖
縄
戦
で
散
逸
し
、
影
印
本
や
写
本
が
数
種
残
さ

れ
た
だ
け
で
す
。

　

『
歴
代
宝
案
』
は
、
沖
縄
の
外
交
史
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
史
研
究
に
と
っ
て
も
第
一
級
の
史
料
と
し
て
、
沖
縄
が
世
界
に
誇
る
文
化
遺
産
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
厖
大
か
つ
難
解
な
史
料
で
あ
る
た
め
に
、
長
い
間
、
ご
く
限
ら
れ
た
研
究
者
の
間
で
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
の
み
で
し
た
。
沖
縄
県
は
、
平
成

元
年
度
（
一
九
八
九
年
）
か
ら
、
現
存
す
る
各
種
の
影
印
本
や
写
本
を
も
と
に
『
歴
代
宝
案
』
校
訂
本
・
訳
注
本
の
編
集
事
業
に
着
手
し
、
平
成
三
年
度
（
一
九
九
一

年
）
か
ら
刊
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
編
集
事
業
の
目
的
は
、『
歴
代
宝
案
』
を
一
般
の
読
者
向
け
に
広
く
普
及
を
は
か
る
こ
と
で
、
琉
球
王
国
交
流
史
研
究
の



進
展
に
役
立
て
、
あ
わ
せ
て
県
民
の
み
な
さ
ま
が
郷
土
の
歴
史
を
再
認
識
し
、
さ
ら
に
は
国
際
社
会
に
対
す
る
沖
縄
文
化
発
信
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
訳
注
本
第
六
冊
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。
訳
注
本
は
、
『
歴
代
宝
案
』
の
内
容
を
よ
り
分
か
り
易
く
す
る
た
め
、
校
訂
本
の
漢
文
を
全
文
読
み
下
し
、
必

要
に
応
じ
て
語
注
や
ル
ビ
を
付
し
た
も
の
で
す
。
本
書
に
は
、
清
乾
隆
三
十
一
年
～
五
十
四
年
（
一
七
六
六
～
一
七
八
九
）
の
間
の
進
貢
、
接
貢
、
謝
恩
、
琉
球

船
や
中
国
船
等
の
漂
流
、
漂
着
民
を
相
互
に
送
還
す
る
際
に
交
わ
し
た
文
書
等
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
八
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ
ア
世
界
は
政
治
的
に
安
定
し
、

琉
球
か
ら
の
進
貢
船
お
よ
び
接
貢
船
の
派
遣
が
滞
り
な
く
実
施
さ
れ
、
交
易
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
本
書
で
は
、
中
国
か
ら
の
輸
出
が
原
則
禁
止
さ

れ
た
い
た
糸
斤
・
紬
緞
（
絹
織
物
）
の
購
入
過
程
や
輸
出
が
規
制
さ
れ
て
い
た
大
黄
（
漢
方
薬
）
を
め
ぐ
る
交
易
状
況
、
琉
球
か
ら
の
駱
駝
・
騾
馬
の
輸
入
要
請

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
琉
球
・
中
国
双
方
へ
の
漂
着
と
送
還
に
関
す
る
記
載
も
見
ら
れ
、
一
七
七
一
年
に
宮
古
・
八
重
山
を
襲
っ
た
大
津
波
に

起
因
し
、
中
国
に
漂
着
し
た
多
良
間
島
民
の
顛
末
な
ど
、
当
時
を
生
き
た
人
々
の
姿
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
本
書
が
、
琉
中
関
係
史
な
ら
び
に
東
ア
ジ
ア
史

研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
書
の
刊
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖
縄
県
歴
代
宝
案
編
集
委
員
会
お
よ
び
同
作
業
部
会
の
御
協
力
を
得
ま
し
た
。
ま
た
訳
注
に
あ
た
っ
て
は
、
担
当

さ
れ
た
赤
嶺
守
先
生
を
は
じ
め
、
参
考
史
料
を
所
蔵
す
る
国
内
外
の
各
研
究
機
関
お
よ
び
多
く
の
皆
様
に
御
尽
力
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
歴
代
宝
案
編
集
事
業
に
、
な
お
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
刊
行
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月




